
『 みんな笑 顔 』  ―  生 徒 も、教 職 員 も、保 護 者 も、地 域 も―   

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 【 自己有用感・当事者意識・豊かな感性 】 ＆ 【 安全安心、問題解決 】 ～ 

新年度のスタートにあたり、大切にしてほしい３つのことを生徒に伝えました。 

 今年度、東海南中学校は、「自ら考え行動・挑戦できる生徒の育成」に取り組んでいきます。 

そのために、生徒の「自己有用感、当事者意識、豊かな感性」等を育てながら「温かい人間関係」 

を土台とした教育活動を展開してまいります。また、安全安心な教育環境の構築と生徒一人ひとり 

の問題解決を支援しながら、「トライ＆チャレンジを促す『場･機会と関わり・働きかけ』」を組 

織目標とした取組を重視します。一歩を踏み出してトライ＆チャレンジする生徒を育てていきます。 

生徒が毎日安心して学校生活を送ることができ、学校に来るのが楽しいと思える「子ども真ん中」の学校

づくり、「学習者真ん中」の授業づくりを進め、教育環境と校内体制を整えていきます。ご不明なことやご

心配なこと等がございましたら、いつでもご連絡ください。 

東海南中の生活 

 学校では教職員が交代で日誌を書いています。始業式後の日誌の一部を紹介し、子供たちの生活の様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

    ― 自律 ・ 尊重 ・ 創造 ― 

 

東海村立東海南中学校 

学校だより  No. ２ 

令和７年４月25日 

学校教育目標 「自分の可能性に挑戦し、創意をもって未来を切り拓く生徒の育成」 

1 時刻  2あいさつ  3 決定・

トライ＆チャレンジ ・ SOS 

○ 自分の思い、考えをもつ   →  「自律」 
「自分らしさを大切にする。思いは夢を実現させるエネルギーとなる。自ら考え行動する。時刻を守る。」 

○ 自分も他人も大切にする   →  「尊重」 
「相手を思いやり、受け入れ、尊重する。学び合い、支え合い、助け合う。あいさつを大切にする。」 

○ トライする、チャレンジする →  「創造」 
「自己決定する。自分事にする。学びを深める。体験を豊かにする。SOS を出し相談して助言をもらう。」 

１ 時刻 → 自律的な行動や活動の基盤、自ら考え自身をコントロール、｢始まり｣と｢終わり｣を意識した行動 
２ あいさつ → コミュニケーションの第一歩はあいさつから、相手に伝わる適度な声・気持ちの入った声 
３ 決定 → 主体性や当事者意識の醸成、自己選択と自己決定、｢何を｣｢何のため｣｢どのように｣等を考え判断 

 ﾄﾗｲ＆ﾁｬﾚﾝｼﾞ→ とりあえずやってみる、何度でもトライしてみる、まずは小さな一歩を踏み出してみる 

 ＳＯＳ → 悩んでいるとき・困ったとき等の手段、問題解決の手段、挑戦する過程で壁にぶつかったとき 

4/ 7(月)  ８時前には多くの生徒が登校し、新学期を心待ち

にしている様子だった。生活リズムを整えられる

よう声かけをしていく。 

4/ 8(火)  各学級で組織づくりなどに取り組むことができ 

た。入学式準備では協力して行う姿が見られた。 
4/ 9(水)  年間を見通して学級目標を考えていた。 

4/10(木)  組織づくりに積極的に取り組むことができた。 
4/11(金)  始業式後、最初の部活動が行われ活気にあふれる

様子だった。交通安全教室で学んだことをもとに

交通マナーを身に付け登下校してほしい。 
 

4/15(火) １年生の部活動見学があり、新入生も在校生も

新しい仲間との出会いを笑顔でむかえていた。 

4/16(水) 家庭での自主学習が始まった。新年度に立てた

目標を達成できるように支援を続けていく。 

4/17(木) 仮の時間割での授業が始まった。授業開始前の

着席ができており、ワークに取り組む様子が見

られるなど、見通しをもって行動できている。 

4/18(金) １年生の部活動への仮入部が始まった。各部活

動を体験してみて、今後の学校生活を見通す大

きなきっかけとなったようである。 

4/22(火) 

＜休日の地域クラブ活動について（現時点での「東海村部活動の地域展開」についての情報をお知らせします！）＞ 

今年度は、「ホッケー」、「野球」、「サッカー」、「ソフトテニス」について、地域クラブ活動への地域展開が検討されており、「ホッ

ケー」については４月より実施しております。「野球」、「サッカー」、「ソフトテニス」についても、今年度中に順次実施していく予

定ですが、詳細な開始時期や実施方法等については、今後、地域の指導者や関係各所による協議等を経て決定される予定です。 

【問い合わせ先】地域クラブ活動への地域展開に関すること：東海村生涯学習課  電話287-0851 
       地域クラブや体験教室に関すること：SCスマイルTOKAI事務局（総合体育館内）電話283-1001 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

交通安全教室 ４／11（金） 

 ３､４時間目に、１年生を対象に交通安全教室を実施しました。ほとんどの生

徒が自転車通学の本校にとって、命を守る大変重要な学びの場・機会となりま

す。警察署等の方々のご協力により、実際に自転車に乗りながら、「通用門から

歴史と未来の交流館近くの交差点間」を行き来し、生徒一人ひとりに対して、

交通安全指導を行うことができました。道路上で参加生徒全員が実施できたた

め、交通安全への意識が高まったことと思います。体育館では、警察署の方々

から、「ヘルメット着用の重要性」、「交通ルールの確認」、「道路交通法･罰則」、

「事故やケガへの対応」、「自転車の点検方法」、「交通事故を防ぐために」、「自

転車の乗り降り」、「周囲の確認方法」、「荷ひもの使い方」など、幅広い話を聞

くことができ、交通安全に関する知識を高めることができたと思います。 

 

校内巡検・オリエンテーション ４／10（木） 

 中学校生活がよりスムーズにスタートできるように、１年生の校

内巡検が行われました。特別教室の紹介や使用上のルール説明など

が２年生から行われ、１年生たちは東海南中学校の伝統を引き継ぐ

先輩たちの姿から、自分たちもその一員として行動しようとする気

持ちをもつことができたのではないかと思います。体育館での新入

生歓迎オリエンテーションでは、学校説明動画の視聴と生徒会本部

役員の話を聞き、学校生活への理解を深めることができました。 

。 

 

入学式会場の片付け ４／９（水） 

 入学式後に３年生が会場の片付けを行い

ました。最初に学年全体で場所､方法､順序

等を含めた学級ごとの役割分担を確認しま

した。その後、小グループに別れてテキパ

キと作業が行われ、あっという間に片付け

が終了しました。自ら協力し合って仕事に

取り組む３年生の姿からは、頼もしさと今

後の活躍への期待が感じられました。 

 

全国学力・学習状況調査３年 

4/15(火)は、デジタル端末

を活用したオンラインでの出

題・解答による新方式(CBT)

で、｢理科｣を実施しました。

（｢生徒質問紙調査｣も実施） 

4/17(木)は、従来通り、紙

の問題(冊子)で｢国語｣と｢数学｣

を実施しました。後日提供され

る結果を分析し、授業づくり、

学力向上に生かしていきます。 

 

17（木） 

  

授業参観・ＰＴＡ総会・懇談会 ４／19（土） 

 多くの方にご参観いただき、生徒たちはいつも以上に集中して課

題に取り組んでいました。一人ひとりが考えや意見を発表し合い、

交流できるような場・機会を多くしていきたいと思います。 

 ＰＴＡ総会や懇談会、学年・専門委員会、ＰＴＡ関係の新旧引き

継ぎ等へ出席いただいた皆様、ありがとうございました。 

避難訓練・学級委員任命式 4/18（金） 

地震災害を想定した避難訓練を行いました。

避難している生徒たちの姿からは、自分事とし

て冷静に行動している様子がうかがえました。

日頃から「防災への知識」を蓄え、「自ら考

え・判断し、集団として的確な行動をすること

の大切さ」を伝えていきます。 

避難訓練後に実施した任命式では、各学級の

代表者全員が素晴らしい返事をしました。 

 

東海南中学校公式キャラクター 

 東海南中学校の｢みなみ｣と｢波｣を

合わせました。キャラクター名は、

「みなみ なみ」です。南中のみん

なが大きな波に乗って前進してほし

いという思いがこめられています。 

 いろいろなバーションを作成して

いく予定です。ご期待ください！ 『みなみ なみ』 

部活動 仮入部から正式入部へ 

 ４／15（火）から１年生の部活動

見学が始まり、仮入部期間を経て本日

正式入部となりました。３年間、部員

とともに切磋琢磨し、支え合いながら

絆を深めてたくさんの思い出をつくっ

てほしいと思います。部活動に関して

不明な点等ございましたら、担当職員

(顧問)までご連絡ください。 

委員会活動 4/17(木) 

 今年度最初の委員会活動が行われまし

た。各委員会では、委員長や副委員長、

書記を選出し、組織や役割などを決め、

活動目標や活動内容を話し合いました。 

持続可能な社会づくりと関連性のある活

動内容となるよう、どの委員会でも意見

交換を活発に行っていました。 


